
主催：南関東・甲信障害者アートサポートセンター、社会福祉法人みぬま福祉会　協力：東京アール・ブリュットサポートセンターRights（ライツ）、神奈川県障がい者芸術文化活動支援センター、千葉アール・ブリュット
センターうみのもり、NPO法人ぽれぽれ・ちば、YAN 山梨アール・ブリュットネットワークセンター、埼玉県障害者芸術文化活動支援センター アートセンター集、ART(s)さいほく、信州ザワメキアート展2021実行委員会、長野県

佐山祐介「先生と子ども達」

入場
無料

10:00-17 :00  

南関東・甲信ブロック合同企画展 ドキュメントとしての表現

       
埼玉会館 第2展示室（〒330-8518 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-1-4）
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ドキュメント



お問い合わせ
南関東・甲信障害者アートサポートセンター（社会福祉法人みぬま福祉会 工房集内）
Tel_048-290-7355 E-mail_artcenter@kobo-syu.com URL_https://skk-support.com

会場 埼玉会館 第2展示室 （〒330-8518 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-1-4）
JR浦和駅（西口）より徒歩6分
Tel_048-829-2471（代） URL_https://www.saf.or.jp/saitama/

来館に関するお願い 新型コロナウイルス感染症対策のため、体調がすぐれない方のご来館はお控えください。また会場では咳エチケット、
マスク着用・手指消毒、社会的距離の確保等にご協力ください。その他、会館の規定により観覧方法等についてお願いする場合があります。

出展作家
（上段左から）

板羽孝幸、風間直子、
佐山祐介、田中裕貴、
飯塚貴樹

（下段左から）

太田論理、健、
関口直子、永原一磨

アーティストトーク
出展作家によるアーティストトークを開催します。作品が生まれる背景や想いをお話しいただき鑑賞を深めます。
日時 | 2022年1月15日（土）11:00-12:00
会場 | 埼玉会館 第2展示室　ファシリテーション | 中津川浩章

後日、展覧会やクロストークの様子をYouTube「工房集チャンネル」で配信します。

関連イベント

動画配信

クロストーク
本展キュレーターの中津川浩章氏と都築響一氏（編集者）による
クロストークを収録し、後日配信します。 中津川浩章 都築響一

障害のある人の表現活動はいま大きな注目を集めています。美術の視点でとらえた作品主体の展覧会は、これまでにも数

多く開催されています。一方で、表現としてのクオリティはありながらも、そうした場ではなかなか見ることのできない作家や作

品も多くあります。本展では、美術的な評価だけでは測れないユニークな魅力を放つ作品とその作家に目を向け、一人ひと

りの人生の記録としての「表現」に向き合いたいと考えます。作品の背景には、作家の生き方や想いといったさまざまな要素

が重なり合っています。テキストによって、そうした背景を作品と合わせて展示することで、美術や福祉、複数の視点で、表現

を多角的に捉えることができるのではないか。そして、生きることと表現することのつながりを浮かび上がらせたいと思います。表

現することで他者とつながり、現実との関係性を自らの力で作り出そうとしているアーティストたちに焦点を当て、人の多様性

や障害について考え、社会の在り方や人間の存在について考える。この展覧会がひとつの契機になることを願っています。

本展キュレーター　中津川 浩章（美術家・アートディレクター）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
表
現


